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マレーシアの水域において、有害藻類（HABs）は発生頻度と規模の拡大だけでなく、未報告種につ

いても報告が増えている。本講演では、過去30年にわたるマレーシアでのHAB事例について概観する。

マレーシアの海産物の安全においては、現在も麻痺性貝毒中毒が最重要課題である。また、特定の

HAB種の長期発生は、海産物の供給とその地域の水産加工業に深刻な影響を与えてきた。海産珪藻

Pseudo-nitzschia属では現在までに28種が報告され、これらのうち5種から記憶喪失性貝毒ドウモイ

酸の産生が確認されている。同様にドウモイ酸産生種であるNitzschia navis-varingicaも広く出現が確

認されている。シガテラによる魚毒中毒も何例か報告されている。赤潮については、魚類養殖に大損

害を与えたいくつかの事例が報告されている。特に、Karlodinium australeの赤潮は、2014–2015年

にジョホール海峡で養殖魚と天然の海洋生物を含め何百トンもの損失を与えた。その他に、渦鞭毛藻

Margalefidinium polykrikoides、Noctiluca scintillans、Ceratium furca、Prorocentrum minimum、ラフィ

ド藻Chattonella spp.などの赤潮原因種も広く確認されている。HABは越境的かつ地域的な問題である

ことから、人材育成の強化、国レベルのHABモニタリングの改善、研究ネットワークの構築、そして

国際的または地域的なプログラムを通した協働作業が、海産物の安全と保障への悪影響を抑制するた

めに不可欠である。


